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Design-Driven Management #04 

 

いまや、どんな企業にも必要とされている「企業ブランディング」。 

平たく言えば、企業のビジョン・ミッションやフィロソフィー（哲学）などを、行動に落

とし込み、社内外へ伝えていくことですが、そう簡単ではありません。 

会社が大きなことを掲げすぎて社員がついていけなくなったり、かっこいいロゴやサイト

を作って外側を固めても、内実が伴ってないように思われてしまうこともあるかもしれませ

ん。 

1881年に横浜で創業した大川印刷は、2004年に「ソーシャルプリンティングカンパニー

®」というビジョンを掲げ、早くからサステナブルな事業へと大きく舵を切りました。 

「環境印刷」というコンセプトや、黒人音楽のアーティストの名言から作った「ブルーズ

クレド」など、企業の思想や哲学をしっかりと定め発信していく姿勢が、社内外の人々を惹

きつける魅力になっています。 

しかし、その道程は一足飛びにはいきませんでした。社員ひとりひとりが意見できるよう
な風土づくり、フィロソフィー浸透のためのワークショップ、他企業と進めるコラボレーシ

ョンなど、小さな努力の積み重ねや、丁寧なコミュニケーションの裏側を、代表取締役社長

CEO大川 哲郎さんにお伺いしました。 

※この記事は、特許庁デザイン経営プロジェクトとKESIKI INC.共催のオンラインイベント 
「DESIGN-DRIVEN MANAGEMENT SEMINAR」を元に特許庁が記事化したものです。 
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DESIGN-DRIVEN MANAGEMENT SEMINAR #04 
フィロソフィーで人の心を惹きつける 
2021年3月2日（火） 

登壇者 ※肩書は当時 

 Guest 
  大川 哲郎 氏 株式会社大川印刷 代表取締役社長CEO （以下、大川氏） 

  Host 
九法 崇雄 氏 KESIKI INC. Partner, Narrative / Community （以下、九法氏） 

溝口 努 氏 特許庁 デザイン経営プロジェクトチーム （以下、溝口氏） 

 

 

湧き上がるデザイン 

 Contents 

  印刷は手段であって目的ではない  個人の経験が原動力 

  ある程度の暴走を許す   根っこから湧き上がるもの 
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印刷は手段であって目的で
はない 

九法 歴史のある大川印刷さんですが、実

際に「ソーシャルプリンティングカンパニ

ー®」として大きく舵を切ったのはどういっ

たきっかけがあったんですか？ 

大川 私が会社に入った後はバブル崩壊直

後で、売り上げが半分くらいになり、とに

かく値段を叩かれて、安くなければ注文も

されないというような状況でした。 

九法 私も出版社にいたので、インターネ

ットの普及もあって出版・印刷業界が衰退

していくのを、身を持って感じていまし

た。 

大川 自分の仕事は印刷物の注文を取って

くることだと思いこんでいたのですが、印

刷は私たちにとって手段であって目的では

ない、ということに気づかせてくれたの

が、社会起業家の方々だったんです。 

九法 大川さんは、2002年ごろに社会起業

家の調査研究をなされていたんですよね。 

大川 はい。その研究で知り合った、ユニ

バーサルデザインの服飾デザイナーの井崎

孝映さんという起業家の方が、「私は、服

作りではなく、服を通じて社会課題解決を

したい」とおっしゃっていたんですね。そ

れを聞いて、激しく感じました。私は、印

刷をするのではなく、印刷物を通じて社会

を変えていくんだ、と考え方が変わったん

です。 

九法 紙を使って印刷することが環境に悪

いんじゃないかという論調からペーパーレ

スの流れも出てきている中で、印刷と社会

を良くするということを、どう結びつけて

いったんですか？ 

大川 CSRやSDGsって、余裕のある会社が

社会的な責任としてボランティアでやるよ

うなイメージもまだあるような気もします

が、私はそうではなく「本業を通じて、地
域や社会に必要とされる人と企業を目指す

取り組みである」ということを、社内にも
伝えていきました。責任というとやらされ

ている感じになるので、楽しく、趣味とし

てやっていこうよと。 
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個人の経験が原動力 

九法 本当にそうですね。大川印刷は、ま

さに本業として社会を変えていく「ソーシ

ャルプリンティングカンパニー®」として、

どんなアクションをされていったのでしょ

う。 

大川 ひとつは、インキや紙を、環境負荷

の低いものを使って印刷するということを

徹底していきました。また、自家発電や風

力発電で、CO2ゼロ印刷も達成しました。

もうひとつは、長い歴史で育んできた豊富

な地域ネットワークの活用です。印刷会社

は様々な業界の方とお取引があります。そ

の人と人を繋いでコトづくりをしていくこ

とで、後からその発信のために印刷の仕事

が生まれる、ということに気づいたんで

す。 

九法 それを2004年からやっていたわけで

すから、本当に時代の先駆けですよね。そ

こから、2017年には、デザイン組織・NOSI

GNERさんと一緒に、フィロソフィーやウェ

ブサイトを作ったりとリブランディングを

されていったんですよね。それは、また何

かきっかけがあったんですか？ 

大川 ある時、NOSIGNER代表の太刀川さ

んに「大川印刷はすごいことをやっている

のに、言っていることが“地球にやさしい”

とか、やっていない会社が言っていること

と変わらない」と言われまして。 

九法 たしかに、地球にやさしいなんて、

上っ面でも言えてしまいますよね。 

大川 それで、リブランディングのテーマ

を考えるにあたっていろんな話をする中

で、私が父を亡くした後にアメリカ南部に

旅した時、ブルーズ音楽にとても救われた

という小話をしていたら、それでいきまし

ょうとなってしまいましてね。私も本当に

それでいいのかなと思ったんですが（笑）

それで、ブルーズミュージシャンの名言を

選抜して、13の「ブルーズクレド」という

ものをつくりました。「ブルーズ」という

言葉を、「印刷」に置き換えると、意味が

通るようになっているんです。社員さんの

名刺は、この中から好きな言葉を選んで、

アルバムジャケット風の写真も入れてるん

です。 

溝口 これ、すごいかっこいいですよね。

こういう形になると、フィロソフィーも自

分ごとになるし、モチベーションも上がり

そうだなあと思いました。 

大川 特許庁さんもこんな風に名刺変えた

らいいんじゃないですか。 
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九法 いいですね！KESIKIがデザインする

ので、大川印刷さんでつくってもらいまし

ょう。 

溝口 ぜひ！名刺も施策のひとつだと思う

のですが、他にどうやって社員の人たちを

巻き込んでいったんですか？ 

大川 私にとってのブルーズのように、個

人の経験から湧き上がる課題感とか希望

が、一人ひとりの行動の原動力になると思

っています。そういった社員一人ひとりが

自身の経験みたいなものを棚卸ししてシェ

アするワークショップなどを行っていま

す。 

ある程度の暴走を許す 

九法 思想を社内に浸透させていくって、

そう簡単にはいかないですよね。 

大川 そもそも「浸透」って、水が上から

下に落ちていくイメージですよね。それで

はなかなか社員さんには受け入れてもらえ

ないんです。湧き上がるくらいでないと。
とにかく、何度も何度も対話することが大

切だと思っています。 

九法 自分ごととして捉えてもらうため

の、さりげない仕掛けや工夫を地道にされ

てきたんですね。 

大川 そうですね。たとえば、社員さん持

ち回りで自分の選んだクレドから話をする

という会を毎週金曜日にやっています。そ

れも、楽しく五感に働きかけるのが大事だ

と思っているので、実際にブルーズの曲を

流して紹介したり。 

九法 経営に五感を取り入れるというのは

珍しいですね。音楽を媒介したカルチャー

醸成、とっても素敵だと思います。 

大川 あとは、仕事と自分のやりたいこ

と、そしてSDGsをつなげるワークショップ

をやっています。SDGsとかって、壮大な話

じゃないですか。だから、身の丈に合った

ところで多少誤解があってもいいから、自

分の考えたことをやっていこうと。私は、

仕事と遊びの境界線をなくすような働き方

がいいと思っているので、個人の暴走をあ

る程度許すという意識でいます。 

溝口 従業員の方々が自発的に企画したり

と、主体的ですよね。まさに今、特許庁で

もデザイン経営プロジェクトチームの中で

も、年次や肩書に関係なくディスカッショ

ンしようとしているのですが、そういった

議論や自主性を活発にするための工夫とか

ってあるんでしょうか。 

大川 社長が出席しないとかね（笑）あと

は、若手だけのグループを作ってもらうと

かもいいと思います。 
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溝口 そこで世代間ギャップとか生まれた

りしないんですか？ 

大川 会社っていうのは社会の縮図なんで

すよね。ですから高齢化もするし、世代間

ギャップもある。そこをぶつかって乗り越

えないと結局会社も良くならないと思うん

ですよ。 

大川印刷では、朝礼、昼礼、夕礼と、1日3

回も全体会があるんです。生産性が下がり

そうと言われるんですが、リモートワーク

ともなるとさらに、雑談やお互いどういう

ことをしているか伝えられる環境が大事な

んですよね。 

根っこから湧き上がるもの 

溝口 なるほど。意見を言ったり、ぶつか

り合うってなかなか難しいですよね。 

大川 「精神的安全性」を得られる場づく

りっていうのは、難しいですが常に大切に

しています。若手が革新的な意見を出して

くれた時に守ってあげるのは、社長や年長

者の使命でもあると思うんです。やはり完

全なほったらかしではなく、うまく介入し

てバランスをとる必要はあると思います

ね。 

九法 会議などで、ワクワクするようなル

ールを設けたりもしているんですか？ 

大川 例えば幹部会議では、大体賛成です

となってしまうので、最後にあえて反対の

意見を言ってもらっています。意見を言わ

ないというルールの「質問会議」というの

もあります。あとは、「Back to Back」と

言って、みんなでヘビのように連なって、

背中にその人に対してのイメージを書いて

いくという取り組みもありますね。 

九法 面白いですね。そういった工夫が数

え切れないほどたくさんありそうです。 

大川 もちろん、時々失敗もあるんです

よ。それで本当にいいんですかって新入社

員さんにも言われちゃうこともあります。

そしたら、ごめんそうだなって。間違いを

認めるのも大事かもしれません。 

九法 なるほど！ 一方、リブランディング

って、直接的には売り上げにつながらなそ

うな気もするのですが、ビジネスにはどう

いう風に跳ね返ってきましたか？ 

大川 正直2020年は厳しかったですが、20

19年度は私が社長になった2005年から数え

て、過去最高の売上を上げることができま

した。もちろん、ESG投資やSDGsなどの世

の中の流れというのもあるとは思います。 

九法 フィロソフィーを社員の皆さんが自

分ごと化する、そして、それを行動に移し

ていくための工夫が、すごくたくさん散り

ばめられているんだなと思いました。私た

ちKESIKIでは、「言っていることとやって



7 

 

いることが一致している」ということが、

長く愛される企業・ブランドであるための

条件だと思っています。 

大川 そうですね。リブランディングの際

に、創業300年までもつようなブランドづく

りがしたいと思って取り組みました。長く

続くものというのは、根っこから湧き上が

ってくるもの。それが、まさにルーツ・ミ
ュージックのブルーズでもあり、人間その

ものでもあると思うんです。 

 

 

 

会社の思想を上から下に「浸透」させるのではなく、社員個人のルーツから本当にやりた

いことや素直な意見を引き出し、それを仕事やその先の社会へつなげていく。もちろん一筋

縄にはいかずとも、とにかく向き合い続け、主体性を促す環境を作り続ける。 

誰もが理想としながらも一番難しいボトムアップのマネジメントを、徹底してやり抜いて

いる大川さんの姿勢には、これからの時代の経営に大切な要素がたくさん詰まっていまし

た。 
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<ゲストプロフィール> 

大川 哲郎氏 株式会社大川印刷 代表取締役社長CEO 

東海大学 法学部法律学科卒 1993 年 株式会社大川印刷入社。 

2005 年 11 月 代表取締役社長に就任。2002年社会起業家との

出会いから、「印刷を通じて社会を変える」視点に気付き、2

004 年「本業を通じた社会的課題解決を実践する『ソーシャ

ルプリンティングカンパニー®』」と言う存在意義（パーパ

ス）を掲げる。2019年再生可能エネルギー100％工場を実

現。2018年 第2回ジャパンSDGsアワード SDGsパートナ

ーシップ賞、グリーン購入大賞「大賞」「環境大臣賞」など

受賞多数。1990年代後半環境経営を開始し、2017年国際会議

に参加したのがきっかけで本格的にSDGｓに掲げられている17のゴール達成に取り組む。2

018年より従業員主体ボトムアップ型で推進するSDGｓ経営計画を実施。現在は難民支援の

NGOを通じて難民申請者を採用し、難民問題を知るためのイベントに参画するなど幅広く

活動する。 

 

関連記事のタイトル一覧 

#01 解決するデザイン ゲスト 林 千晶 氏：株式会社ロフトワーク代表取締役 

#02 アートするデザイン ゲスト 高橋 泰 氏：ヤマモ味噌醤油醸造元・七代目 

#03 耕すデザイン   ゲスト 本土 大智 氏：株式会社一新堂社長 

#05 めぐるデザイン   ゲスト 渡辺 直行 氏：株式会社カンディハウス代表取締役会長 

#特別編 しあわせのデザイン 

以上 


